
(57)【要約】

【課題】　被験者の様々な生体情報のうち特に呼吸情報

や脈拍情報等を精度良く計測することができる生体情報

計測用パネルを提供すること。

【解決手段】　パネルP1は、被験者の少なくとも一部を

受ける受け板部２を有するパネル本体１を備える。受け

板部２の上下両面のうち少なくとも一方の面には、歪み

ゲージ20a,20bが貼り付けられている。パネル本体１は

、寝床面上に、該寝床面に対して受け板部２が離間する

状態に載置されるものである。パネル本体１が寝床面上

に載置された状態において、受け板部２の中央部が被験

者の生体活動に伴い振動されうるものとなされるととも

に、該振動が歪みゲージ20a,20bにより検出されるもの

となされている。歪みゲージ20a,20bからの出力信号は

、被験者の生体情報の計測に用いられる。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 験 者 の 少 な く と も 一 部 を 受 け る 、 弾 性 的 に 撓 曲 可 能 な 受 け 板 部 を 有 す る パ ネ ル 本 体 を
備 え 、
　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 下 両 面 の う ち 少 な く と も 一 方 の 面 に 、 歪 み ゲ ー ジ が 取 り
付 け ら れ 、
　 前 記 パ ネ ル 本 体 は 、 ベ ッ ド 床 板 面 等 の 寝 床 面 上 に 、 該 寝 床 面 に 対 し て 前 記 受 け 板 部 が 離
間 す る 状 態 に 載 置 さ れ る も の で あ り 、
　 前 記 パ ネ ル 本 体 が 前 記 寝 床 面 上 に 載 置 さ れ 且 つ 被 験 者 の 前 記 少 な く と も 一 部 が 前 記 受 け
板 部 で 受 け ら れ た 状 態 の も と で 、 前 記 受 け 板 部 の 中 央 部 が 被 験 者 の 生 体 活 動 に 伴 い 振 動 さ
れ う る も の と な さ れ る と と も に 、 該 振 動 が 前 記 歪 み ゲ ー ジ に よ り 検 出 さ れ る も の と な さ れ
、
　 前 記 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 は 、 被 験 者 の 生 体 情 報 の 計 測 に 用 い ら れ る も の で あ る こ
と を 特 徴 と す る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 は 、 平 面 視 略 長 方 形 の 帯 板 状 に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 パ ネ ル 本 体 は 、 前 記 寝 床 面 上 に 、 該 寝 床 面 の 左 右 方 向 に 前 記 受 け 板 部 が 延 在 す る 態
様 に 載 置 さ れ る も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 外 周 縁 部 の 少 な く と も 一 部 に 、 該 受 け 板 部 を 前 記 寝 床 面 に
対 し て 離 間 状 態 に 支 持 す る 支 持 脚 部 が 下 方 突 出 状 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の
生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 少 な く と も 前 記 受 け 板 部 は 、 押 出 材 に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ～
３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 少 な く と も 前 記 受 け 板 部 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 で
あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 歪 み ゲ ー ジ が 、 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 下 両 面 の 互 い に 対 向 す る 位 置 に 、 二
対 以 上 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 前 記 二 対 以 上 の 歪 み ゲ ー ジ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て ブ リ ッ ジ 回 路 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 ブ リ ッ ジ 回 路 か ら の 出 力 信 号 が 、 被 験 者 の 生 体 情 報 の 計 測 に 用 い ら れ る も の で あ る
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 歪 み ゲ ー ジ は 、 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 下 両 面 の う ち 少 な く と も 一 方 の 面 に
お け る 左 右 両 側 部 及 び 中 央 部 に 、 そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １
項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 下 側 に 弾 性 部 材 が 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か
１ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 面 に 凹 部 が 設 け ら れ る と と も に 、 該 凹 部 の 底 面 に 前 記 歪
み ゲ ー ジ が 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 凹 部 内 に 、 該 凹 部 の 底 面 に 取 り 付 け ら れ た 前 記 歪 み ゲ ー ジ を 保 護 す る 保 護 材 が 充 填
さ れ て い る 請 求 項 ９ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 歪 み ゲ ー ジ へ の 入 力 信 号 線 が 、 外 部 か ら 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 下 側 を 通 っ て
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前 記 歪 み ゲ ー ジ に 接 続 さ れ る と と も に 、
　 前 記 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 線 が 、 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 下 側 を 通 っ て 外 部 へ
導 出 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル を 具 備 し 、
　 該 パ ネ ル の 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 に 基 づ い て 被 験 者 の 生 体 情 報 が 計 測 さ れ る も の と
な さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 更 に 、 前 記 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 を 用 い て 被 験 者 の 生 体 情 報 を 演 算 す る 演 算 手 段 と
、 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 具 備 し て い る 請 求 項 １
２ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 更 に 、 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 送 信 す る 通 信 手 段 を 具 備 し て い る 請 求
項 １ ３ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 更 に 、 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 に 基 づ い て 警 報 を 発 す る 警 報 手 段 を 具 備
し て い る 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 更 に 、 被 験 者 の 下 に 敷 か れ 、 被 験 者 の 全 体 を 受 け る マ ッ ト を 具 備 し 、
　 前 記 マ ッ ト の 上 面 に は 、 前 記 パ ネ ル の パ ネ ル 本 体 が 嵌 合 さ れ る 嵌 合 凹 部 が 設 け ら れ て い
る 請 求 項 １ ２ ～ １ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル を 準 備 し 、
　 該 パ ネ ル の パ ネ ル 本 体 を ベ ッ ド 床 板 面 等 の 寝 床 面 上 に 載 置 し た 状 態 の も と で 、 該 パ ネ ル
の 受 け 板 部 で 被 験 者 の 少 な く と も 一 部 を 受 け 、
　 被 験 者 の 生 体 活 動 に 伴 い 発 生 す る 前 記 受 け 板 部 の 中 央 部 の 振 動 を 、 前 記 パ ネ ル の 歪 み ゲ
ー ジ に よ り 検 出 し 、
　 前 記 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 に 基 づ い て 被 験 者 の 生 体 情 報 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す
る 生 体 情 報 計 測 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 に 基 づ い て 被 験 者 の 生 体 情 報 を 演 算 手 段 に よ り 演 算 し 、
　 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 表 示 手 段 に よ り 表 示 す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 生
体 情 報 計 測 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 通 信 手 段 に よ り 送 信 す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 生
体 情 報 計 測 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 に 基 づ い て 警 報 を 警 報 手 段 に よ り 発 す る 請 求 項
１ ８ 又 は １ ９ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 パ ネ ル の パ ネ ル 本 体 を 、 被 験 者 の 下 に 敷 か れ る マ ッ ト の 上 面 に 設 け ら れ た 嵌 合 凹 部
に 嵌 合 し た 状 態 で 、 前 記 寝 床 面 上 に 載 置 す る 請 求 項 １ ７ ～ ２ ０ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体
情 報 計 測 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル と 、
　 前 記 パ ネ ル の 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 に 基 づ い て 被 験 者 の 生 体 情 報 を 演 算 す る 演 算 手
段 と 、
　 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 送 信 す る 通 信 手 段 と 、
　 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、
　 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 に 基 づ い て 警 報 を 発 す る 警 報 手 段 と 、
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を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 生 体 活 動 監 視 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 験 者 の 例 え ば 就 寝 中 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 際 に 用 い ら れ る 生 体 情 報 計 測 用
パ ネ ル 、 生 体 情 報 計 測 装 置 及 び 生 体 情 報 計 測 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 施 設 や 介 護 施 設 等 で は 、 病 人 、 乳 幼 児 、 高 齢 者 等 の 被 験 者 の 健 康 状 態 を 把 握 す る た
め に 、 被 験 者 の 就 寝 中 の 生 体 情 報 （ 体 重 、 呼 吸 数 、 脈 拍 数 、 体 動 等 ） を 計 測 す る こ と が 行
わ れ て い る 。 近 年 、 こ の 計 測 に 用 い ら れ る 生 体 情 報 計 測 装 置 が 多 数 、 開 発 さ れ て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ － ３ 参 照 。 ） 。 こ れ ら の 装 置 の 一 つ に 、 次 の よ う な 構 成 の も の が 知 ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 す な わ ち 、 こ の 装 置 は 、 ベ ッ ド の 四 個 の 脚 部 の 下 端 に そ れ ぞ れ 重 量 セ ン サ と し て ロ ー ド
セ ル が 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 被 験 者 が 滞 在 す る ベ ッ ド の 全 荷 重 を ロ ー ド セ ル に よ
り 測 定 し 、 こ の 測 定 さ れ た 荷 重 の 変 動 に 基 づ い て 被 験 者 の 生 体 情 報 を 計 測 す る も の と な さ
れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の 装 置 で は 、 被 験 者 の 体 重 と ベ ッ ド の 重 量 と の 合 計 荷 重 が ロ ー ド セ ル に よ り 測 定 さ
れ る こ と か ら 、 こ の 測 定 さ れ た 荷 重 か ら ベ ッ ド の 重 量 を 差 し 引 く こ と に よ り 、 被 験 者 の 絶
対 体 重 を 測 定 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ５ ５ ２ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 第 ２ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ７ ６ ０ １ ９ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 第 １ 及 び ２ 図 ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ４ ６ ３ ４ ７ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 第 １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 装 置 に は 次 の 難 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 上 述 の 装 置 で は 、 被 験 者 の 体 重 と ベ ッ ド の 重 量 と の 合 計 荷 重 の 変 動 に 基 づ い
て 被 験 者 の 生 体 情 報 が 計 測 さ れ る た め 、 被 験 者 の 様 々 な 生 体 活 動 の う ち 僅 か な 荷 重 変 化 し
か 伴 わ な い 生 体 情 報 で あ る 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 （ 心 拍 情 報 ） に つ い て は 、 精 度 良 く 計 測 す
る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 述 の 装 置 で は 、 測 定 精 度 の 安 定 化 を 図 る た め に 、 ベ ッ ド 全 体 の 剛 性 を 高 め な け
れ ば な ら ず 、 そ の 結 果 、 ベ ッ ド の 重 量 が 重 く な っ た り ベ ッ ド の 製 造 コ ス ト が 高 く な る と い
う 難 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 述 の 装 置 で は 、 測 定 精 度 の 向 上 の た め に 、 ロ ー ド セ ル の 荷 重 受 け 部 と ベ ッ ド の
脚 部 の 下 端 と の 間 に ボ ー ル や こ ろ を 介 在 さ せ る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 ベ ッ ド の 設 置 時 に
厳 格 な ア ラ イ メ ン ト 作 業 （ 芯 出 し 作 業 ） を 行 わ な け れ ば な ら ず 、 ベ ッ ド の 設 置 作 業 が 困 難
で あ る と い う 難 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 装 置 で は 、 ロ ー ド セ ル を 取 り 付 け る こ と が で き る ベ ッ ド の 種 類 に 制 限 さ
れ 、 市 販 さ れ て い る 全 て の ベ ッ ド に 対 し て 必 ず し も ロ ー ド セ ル を 取 り 付 け る こ と が で き る
と は 限 ら な い と い う 難 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 技 術 背 景 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 被 験 者 の 様 々
な 生 体 情 報 の う ち 特 に 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 等 を 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き 、 更 に 、 市 販
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さ れ て い る 殆 ど の ベ ッ ド に 対 し て 適 用 す る こ と が で き る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 、 生 体 情 報
計 測 装 置 及 び 生 体 情 報 計 測 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 以 下 の 手 段 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ［ １ ］ 　 被 験 者 の 少 な く と も 一 部 を 受 け る 、 弾 性 的 に 撓 曲 可 能 な 受 け 板 部 を 有 す る パ ネ
ル 本 体 を 備 え 、 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 下 両 面 の う ち 少 な く と も 一 方 の 面 に 、 歪 み
ゲ ー ジ が 取 り 付 け ら れ 、 前 記 パ ネ ル 本 体 は 、 ベ ッ ド 床 板 面 等 の 寝 床 面 上 に 、 該 寝 床 面 に 対
し て 前 記 受 け 板 部 が 離 間 す る 状 態 に 載 置 さ れ る も の で あ り 、 前 記 パ ネ ル 本 体 が 前 記 寝 床 面
上 に 載 置 さ れ 且 つ 被 験 者 の 前 記 少 な く と も 一 部 が 前 記 受 け 板 部 で 受 け ら れ た 状 態 の も と で
、 前 記 受 け 板 部 の 中 央 部 が 被 験 者 の 生 体 活 動 に 伴 い 振 動 さ れ う る も の と な さ れ る と と も に
、 該 振 動 が 前 記 歪 み ゲ ー ジ に よ り 検 出 さ れ る も の と な さ れ 、 前 記 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信
号 は 、 被 験 者 の 生 体 情 報 の 計 測 に 用 い ら れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 生 体 情 報 計 測 用
パ ネ ル 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ［ ２ ］ 　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 は 、 平 面 視 略 長 方 形 の 帯 板 状 に 形 成 さ れ て お り 、 前
記 パ ネ ル 本 体 は 、 前 記 寝 床 面 上 に 、 該 寝 床 面 の 左 右 方 向 に 前 記 受 け 板 部 が 延 在 す る 態 様 に
載 置 さ れ る も の で あ る 前 項 １ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ［ ３ ］ 　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 外 周 縁 部 の 少 な く と も 一 部 に 、 該 受 け 板 部 を 前 記
寝 床 面 に 対 し て 離 間 状 態 に 支 持 す る 支 持 脚 部 が 下 方 突 出 状 に 設 け ら れ て い る 前 項 １ 又 は ２
記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ［ ４ ］ 　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 少 な く と も 前 記 受 け 板 部 は 、 押 出 材 に よ り 形 成 さ れ て い る 前
項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ［ ５ ］ 　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 少 な く と も 前 記 受 け 板 部 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム
合 金 製 で あ る 前 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ［ ６ ］ 　 前 記 歪 み ゲ ー ジ が 、 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 下 両 面 の 互 い に 対 向 す る 位
置 に 、 二 対 以 上 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 二 対 以 上 の 歪 み ゲ ー ジ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て ブ
リ ッ ジ 回 路 が 形 成 さ れ 、 前 記 ブ リ ッ ジ 回 路 か ら の 出 力 信 号 が 、 被 験 者 の 生 体 情 報 の 計 測 に
用 い ら れ る も の で あ る 前 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ［ ７ ］ 　 前 記 歪 み ゲ ー ジ は 、 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 下 両 面 の う ち 少 な く と も 一
方 の 面 に お け る 左 右 両 側 部 及 び 中 央 部 に 、 そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て い る 前 項 １ ～ ６ の い ず
れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ［ ８ ］ 　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 下 側 に 弾 性 部 材 が 配 置 さ れ て い る 前 項 １ ～ ７ の い
ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ［ ９ ］ 　 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 面 に 凹 部 が 設 け ら れ る と と も に 、 該 凹 部 の 底 面
に 前 記 歪 み ゲ ー ジ が 取 り 付 け ら れ て い る 前 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用
パ ネ ル 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ［ １ ０ ］ 　 前 記 凹 部 内 に 、 該 凹 部 の 底 面 に 取 り 付 け ら れ た 前 記 歪 み ゲ ー ジ を 保 護 す る 保
護 材 が 充 填 さ れ て い る 前 項 ９ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ［ １ １ ］ 　 前 記 歪 み ゲ ー ジ へ の 入 力 信 号 線 が 、 外 部 か ら 前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 下
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側 を 通 っ て 前 記 歪 み ゲ ー ジ に 接 続 さ れ る と と も に 、 前 記 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 線 が 、
前 記 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 下 側 を 通 っ て 外 部 へ 導 出 さ れ て い る 前 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か
１ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ［ １ ２ ］ 　 前 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル を 具 備 し 、 該 パ ネ
ル の 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 に 基 づ い て 被 験 者 の 生 体 情 報 が 計 測 さ れ る も の と な さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ［ １ ３ ］ 　 更 に 、 前 記 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 に 基 づ い て 被 験 者 の 生 体 情 報 を 演 算 す
る 演 算 手 段 と 、 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 具 備 し て
い る 前 項 １ ２ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ［ １ ４ ］ 　 更 に 、 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 送 信 す る 通 信 手 段 を 具 備 し
て い る 前 項 １ ３ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ［ １ ５ ］ 　 更 に 、 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 に 基 づ い て 警 報 を 発 す る 警 報
手 段 を 具 備 し て い る 前 項 １ ３ 又 は １ ４ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ［ １ ６ ］ 　 更 に 、 被 験 者 の 下 に 敷 か れ 、 被 験 者 の 全 体 を 受 け る マ ッ ト を 具 備 し 、
　 前 記 マ ッ ト の 上 面 に は 、 前 記 パ ネ ル の パ ネ ル 本 体 が 嵌 合 さ れ る 嵌 合 凹 部 が 設 け ら れ て い
る 前 項 １ ２ ～ １ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 装 置 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ［ １ ７ ］ 　 前 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル を 準 備 し 、 該 パ ネ
ル の パ ネ ル 本 体 を ベ ッ ド 床 板 面 等 の 寝 床 面 上 に 載 置 し た 状 態 の も と で 、 該 パ ネ ル の 受 け 板
部 で 被 験 者 の 少 な く と も 一 部 を 受 け 、 被 験 者 の 生 体 活 動 に 伴 い 発 生 す る 前 記 受 け 板 部 の 中
央 部 の 振 動 を 、 前 記 パ ネ ル の 歪 み ゲ ー ジ に よ り 検 出 し 、 前 記 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 に
基 づ い て 被 験 者 の 生 体 情 報 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す る 生 体 情 報 計 測 方 法 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ［ １ ８ ］ 　 前 記 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 に 基 づ い て 被 験 者 の 生 体 情 報 を 演 算 手 段 に よ
り 演 算 し 、 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 表 示 手 段 に よ り 表 示 す る 前 項 １ ７ 記
載 の 生 体 情 報 計 測 方 法 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ［ １ ９ ］ 　 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 通 信 手 段 に よ り 送 信 す る 前 項 １ ８
記 載 の 生 体 情 報 計 測 方 法 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ［ ２ ０ ］ 　 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 に 基 づ い て 警 報 を 警 報 手 段 に よ り 発
す る 前 項 １ ８ 又 は １ ９ 記 載 の 生 体 情 報 計 測 方 法 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ［ ２ １ ］ 　 前 記 パ ネ ル の パ ネ ル 本 体 を 、 被 験 者 の 下 に 敷 か れ る マ ッ ト の 上 面 に 設 け ら れ
た 嵌 合 凹 部 に 嵌 合 し た 状 態 で 、 前 記 寝 床 面 上 に 載 置 す る 前 項 １ ７ ～ ２ ０ の い ず れ か １ 項 記
載 の 生 体 情 報 計 測 方 法 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ［ ２ ２ ］ 　 前 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル と 、 前 記 パ ネ ル の
歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 に 基 づ い て 被 験 者 の 生 体 情 報 を 演 算 す る 演 算 手 段 と 、 前 記 演 算
手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 を 送 信 す る 通 信 手 段 と 、 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生
体 情 報 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 演 算 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 生 体 情 報 に 基 づ い て 警 報 を
発 す る 警 報 手 段 と 、 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 生 体 活 動 監 視 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 各 項 の 発 明 を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 ［ １ ］ の 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル で は 、 パ ネ ル 本 体 は 、 寝 床 面 上 に 該 寝 床 面 に
対 し て 受 け 板 部 が 離 間 す る 状 態 に 載 置 さ れ る 。 そ し て 、 通 常 、 こ の パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部
の 上 に マ ッ ト を 敷 き 、 こ の マ ッ ト の 上 で 被 験 者 が 横 臥 姿 勢 に な る 。 こ れ に よ り 、 被 験 者 の
少 な く と も 一 部 が マ ッ ト を 介 し て パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 で 受 け ら れ る 。 パ ネ ル 本 体 は 、 一
般 に 被 験 者 の 胸 部 及 び そ の 周 辺 部 の 下 方 位 置 に 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 場 合 、 パ ネ
ル 本 体 の 受 け 板 部 で 受 け ら れ る 被 験 者 の 部 位 は 、 被 験 者 の 胸 部 及 び そ の 周 辺 部 で あ る 。 こ
う し て 被 験 者 の 所 定 部 位 が パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 で 受 け ら れ た 状 態 に お い て 、 受 け 板 部 の
中 央 部 が 被 験 者 の 生 体 活 動 に 伴 い 振 動 さ れ る 。 こ の 振 動 が 、 受 け 板 部 の 所 定 の 面 に 取 り 付
け ら れ た 歪 み ゲ ー ジ に よ り 検 出 さ れ る 。 そ の た め 、 被 験 者 の 様 々 な 生 体 活 動 の う ち 特 に 呼
吸 や 脈 拍 （ 心 拍 ） に 起 因 す る 振 動 の 検 出 限 度 を 向 上 さ せ て 振 動 を 精 度 良 く 検 出 す る こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 被 験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 （ 心 拍 情 報 ） を 精 度 良 く 計 測 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 こ の パ ネ ル で は 、 パ ネ ル 本 体 を 寝 床 面 上 に 載 置 す る だ け で 、 パ ネ ル の 設 置 作 業
が 完 了 す る 。 そ の た め 、 パ ネ ル の 設 置 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る し 、 市 販 さ れ て い る
殆 ど の ベ ッ ド に 対 し て 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 仮 に こ の パ ネ ル の パ ネ ル 本 体 を 、 寝 床 面 と し て の ベ ッ ド 床 板 面 上 に 載 置 し て 、 被
験 者 の 生 体 情 報 を 計 測 す る 場 合 に お い て は 、 次 の 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す な わ ち 、 生 体 情 報 の 計 測 時 に は パ ネ ル 本 体 は ベ ッ ド の 床 板 面 上 に 載 置 さ れ て い る こ と
か ら 、 も し ベ ッ ド の 周 囲 を 人 が 歩 行 し た 場 合 で あ っ て も 、 ベ ッ ド を 設 置 し た 床 面 の 振 動 に
よ る 検 出 精 度 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。 も と よ り 、 ベ ッ ド の 剛 性 を 高 め る 必 要 が な
い の で 、 ベ ッ ド の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の パ ネ ル に お い て 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 は 、 弾 性 的 に 撓 曲 可 能 な 材 料 か ら な る 。 こ
の 受 け 板 部 の 材 料 は 、 本 発 明 の 目 的 を 達 せ ら れ る よ う に 「 曲 げ こ わ さ 」 を 考 慮 し て 選 択 さ
れ る 。 な お 、 「 曲 げ こ わ さ 」 は 、 材 料 の ヤ ン グ 率 、 断 面 係 数 、 ポ ア ソ ン 比 、 形 状 （ 長 さ 、
厚 さ ） な ど で 決 定 さ れ る 。 例 え ば 、 こ の 受 け 板 部 は 、 鉄 、 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 マ グ ネ シ ウ
ム 合 金 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 金 属 製 で あ っ て も 良 い し 、 繊 維 強 化 プ ラ
ス チ ッ ク 等 の プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ っ て も 良 い 。 特 に 、 受 け 板 部 は 、 後 述 す る よ う に ア ル ミ
ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 で は 、 被 験 者 が ベ ッ ド 上 で 横 臥 す る 場 合 に は 、 パ ネ ル 本 体 は ベ ッ ド の 床 板
面 上 に 載 置 さ れ る 。 一 方 、 被 験 者 が 畳 面 又 は 床 面 上 に 敷 か れ た 蒲 団 の 上 で 横 臥 す る 場 合 に
は 、 パ ネ ル 本 体 は 畳 面 又 は 床 面 上 に 載 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 パ ネ ル 本 体 が 載 置 さ れ る 寝
床 面 と し て は 、 ベ ッ ド の 床 板 面 、 畳 面 、 床 面 等 が 挙 げ ら れ る 。 さ ら に 、 パ ネ ル 本 体 が 載 置
さ れ る 寝 床 面 と し て は 、 椅 子 や 車 両 座 席 に お け る 座 面 、 背 凭 れ 面 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、
本 発 明 で は 、 便 座 や 浴 槽 の 床 面 等 の 、 被 験 者 が 着 座 す る 面 や 被 験 者 と 接 す る 面 の 上 に パ ネ
ル 本 体 を 載 置 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 被 験 者 の 生 体 活 動 と し て 、 呼 吸 、 脈 拍 （ 心 拍 ） 、 体 動 （ 例 ： 寝 返 り
） 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 ベ ッ ド と し て は 、 被 験 者 が 睡 眠 す る た め に 用 い ら れ る ベ ッ ド （ 即 ち 睡 眠 用 ベ ッ ド
） を は じ め 、 そ の 他 に 、 診 察 台 、 検 査 台 、 ス ト レ ッ チ ャ ー 等 が 具 体 的 に 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 歪 み ゲ ー ジ の 受 け 板 部 へ の 取 付 け 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 接 着 剤 に よ る 貼 付 け や
、 カ シ メ 、 ネ ジ 、 リ ベ ッ ト 、 溶 接 等 の 機 械 的 接 合 手 段 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 ま た 、 本 発 明 で は 、 被 験 者 の 生 体 情 報 は 、 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 だ け に 基 づ い て 計
測 さ れ る も の と な さ れ て い て も 良 い こ と は も と よ り 、 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 と 当 該 歪
み ゲ ー ジ 以 外 の セ ン サ か ら の 信 号 と に 基 づ い て 計 測 さ れ る も の と な さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ［ ２ ］ の 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 が 平 面 視 略 長 方 形 の 帯 板 状 に 形 成 さ れ て お り
、 パ ネ ル 本 体 は 、 寝 床 面 上 に 、 該 寝 床 面 の 左 右 方 向 に 受 け 板 部 が 延 在 す る 態 様 に 載 置 さ れ
る も の で あ る か ら 、 被 験 者 の 呼 吸 や 脈 拍 に 起 因 す る 振 動 を 更 に 確 実 に 検 出 す る こ と が で き
る 。 し た が っ て 、 被 験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 を 更 に 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ［ ３ ］ の 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 外 周 縁 部 の 少 な く と も 一 部 に 、 所 定 の 支 持
脚 部 が 設 け ら れ て い る こ と か ら 、 パ ネ ル 本 体 が 寝 床 面 上 に 載 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 パ ネ
ル 本 体 の 受 け 板 部 の 中 央 部 が 支 持 脚 部 に よ っ て 寝 床 面 に 対 し て 離 間 し た 状 態 に 確 実 に 支 持
さ れ る 。 そ の た め 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 中 央 部 が 確 実 に 振 動 さ れ う る も の と な る 。 し
た が っ て 、 被 験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 を 更 に 一 層 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ［ ４ ］ の 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 の 少 な く と も 受 け 板 部 が 押 出 材 に よ り 形 成 さ れ て い る こ
と に よ り 、 パ ネ ル 本 体 の 少 な く と も 受 け 板 部 を 能 率 的 に 且 つ コ ス ト 的 に 有 利 に 製 作 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ［ ５ ］ の 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 の 少 な く と も 受 け 板 部 が ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム
製 で あ る こ と に よ り 、 パ ネ ル 本 体 の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き 、 そ の た め 、 パ ネ ル の 設 置 作
業 を 更 に 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 、 こ の 場 合 に は 次 の 利 点 が あ る 。 す な わ ち 、 一 般 に ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ
ム 合 金 は 、 鉄 等 の 鋼 材 に 比 べ て ヤ ン グ 率 が 約 １ ／ ３ と 小 さ い 。 そ の た め 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又
は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 受 け 板 部 は 、 被 験 者 の 様 々 な 生 体 活 動 の う ち 特 に 呼 吸 や 脈 拍 （ 心
拍 ） に 対 し て 非 常 に 敏 感 に 振 動 し 得 る も の と な る 。 し た が っ て 、 被 験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍
情 報 （ 心 拍 情 報 ） を 更 に 一 層 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 も と よ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 錆 に く い の で 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 受 け 板 部 は 、 耐 用 寿 命 が 長 く な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は リ サ イ ク ル 性 に 優 れ て い る か ら 、 ア ル ミ
ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 受 け 板 部 を 廃 棄 す る 際 に 、 こ れ を リ サ イ ク ル に 供 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ［ ６ ］ の 発 明 で は 、 二 対 以 上 の 歪 み ゲ ー ジ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て ブ リ ッ ジ 回 路 が 形 成 さ
れ る と と も に 、 こ の ブ リ ッ ジ 回 路 か ら の 出 力 信 号 が 被 験 者 の 生 体 情 報 の 計 測 に 用 い ら れ る
も の で あ る か ら 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 微 細 な 振 動 を 確 実 に 検 出 す る こ と が で き る 。 し
た が っ て 、 被 験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 を 更 に 一 層 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ［ ７ ］ の 発 明 で は 、 歪 み ゲ ー ジ が 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 下 両 面 の う ち 少 な く と も
一 方 の 面 に お け る 左 右 両 側 部 及 び 中 央 部 に そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 被
験 者 の 生 体 活 動 の う ち 呼 吸 及 び 脈 拍 に 起 因 す る 振 動 は 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 所 定 の 面
に お け る 左 右 方 向 中 央 部 に 取 り 付 け ら れ た 歪 み ゲ ー ジ に よ っ て 主 に 検 出 さ れ る 。 ま た 、 寝
床 面 上 に お け る 被 験 者 の 横 臥 位 置 は 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 所 定 の 面 に お け る 左 側 部 及
び 右 側 部 に そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ た 歪 み ゲ ー ジ に よ っ て 主 に 検 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 被
験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 を 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る こ と は も と よ り 、 更 に 、 被 験
者 の 横 臥 位 置 に つ い て も 精 度 良 く 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 ［ ８ ］ の 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 下 側 に 弾 性 部 材 が 配 置 さ れ て い る の で 、 パ
ネ ル 本 体 が 寝 床 面 上 に 載 置 さ れ 且 つ 被 験 者 の 所 定 部 位 が 受 け 板 部 で 受 け ら れ た 状 態 に お い
て 、 受 け 板 部 の 中 央 部 又 は ／ 及 び そ の 周 辺 部 が 弾 性 部 材 に よ っ て 弾 性 的 に 支 持 さ れ る 。 そ
の た め 、 受 け 板 部 が 被 験 者 の 所 定 部 位 を 受 け て 撓 曲 し た 場 合 で あ っ て も 、 受 け 板 部 が 弾 性
変 形 の 限 度 （ 即 ち 降 伏 点 ） を 超 え て 塑 性 変 形 し て し ま う 不 具 合 を 防 止 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 受 け 板 部 の 下 側 に 設 け ら れ る 部 材 が 弾 性 部 材 で あ る か ら 、 受 け 板 部 の 中 央 部 の 振
動 が 阻 害 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ［ ９ ］ の 発 明 で は 、 歪 み ゲ ー ジ が パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 面 に 設 け ら れ た 凹 部 の 底 面
に 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 歪 み ゲ ー ジ の マ ッ ト と の 接 触 に 伴 う 損 傷 を 防 止 す る こ と が で
き る 。 よ っ て 、 パ ネ ル の 耐 用 寿 命 を 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ［ １ ０ ］ の 発 明 で は 、 凹 部 の 底 面 に 取 り 付 け ら れ た 歪 み ゲ ー ジ が 保 護 材 に よ り 保 護 さ れ
る 。 そ の た め 、 歪 み ゲ ー ジ の マ ッ ト と の 接 触 に 伴 う 損 傷 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
よ っ て 、 パ ネ ル の 耐 用 寿 命 を 確 実 に 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ［ １ １ ］ の 発 明 で は 、 歪 み ゲ ー ジ へ の 入 力 信 号 線 と 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 線 と が 、
と も に パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 下 側 を 通 っ て い る の で 、 入 力 信 号 線 及 び 出 力 信 号 線 の マ ッ
ト と の 接 触 に 伴 う 損 傷 や 断 線 を 防 止 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 パ ネ ル の 耐 用 寿 命 を 更 に
長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ［ １ ２ ］ の 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 は 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル を 具 備
し て い る の で 、 ［ １ ２ ］ の 発 明 で は 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル に よ る 効 果 と 同
様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ［ １ ３ ］ の 発 明 で は 、 生 体 情 報 計 測 装 置 は 所 定 の 演 算 手 段 と 所 定 の 表 示 手 段 を 具 備 し て
い る の で 、 被 験 者 の 生 体 情 報 を 確 実 に 演 算 す る こ と が で き る し 、 被 験 者 の 生 体 情 報 を 確 実
に 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ［ １ ４ ］ の 発 明 で は 、 生 体 情 報 計 測 装 置 は 所 定 の 通 信 手 段 を 具 備 し て い る の で 、 被 験 者
の 生 体 情 報 を 遠 隔 地 で 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ［ １ ５ ］ の 発 明 で は 、 生 体 情 報 計 測 装 置 は 所 定 の 警 報 手 段 を 具 備 し て い る の で 、 被 験 者
の 状 態 が 想 定 し て い る 範 囲 外 と な っ た 場 合 に 看 護 師 、 介 護 者 、 監 視 者 等 に 警 報 で 知 ら せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ［ １ ６ ］ の 発 明 で は 、 パ ネ ル の パ ネ ル 本 体 が マ ッ ト の 上 面 に 設 け ら れ た 嵌 合 凹 部 に 嵌 合
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 面 の 、 マ ッ ト 上 面 か ら の 高 さ 位 置 を 低 く
す る こ と が で き 、 例 え ば 、 受 け 板 部 の 上 面 の 高 さ 位 置 を マ ッ ト の 上 面 の 高 さ 位 置 に 合 わ せ
、 受 け 板 部 の 上 面 と マ ッ ト の 上 面 と を 面 一 （ つ ら い ち ） に 連 な ら せ る こ と が で き る 。 そ の
た め 、 被 験 者 が 横 臥 姿 勢 に な っ た 状 態 に お い て 、 受 け 板 部 の 上 面 と マ ッ ト の 上 面 と の 間 の
段 差 に よ り 生 じ る こ と の あ る 違 和 感 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ［ １ ７ ］ の 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 方 法 で は 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル に よ
る 効 果 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ［ １ ８ ］ の 発 明 で は 、 上 記 ［ １ ３ ］ の 発 明 と 同 様 に 、 被 験 者 の 生 体 情 報 を 確 実 に 演 算 す
る こ と が で き る し 、 被 験 者 の 生 体 情 報 を 確 実 に 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ［ １ ９ ］ の 発 明 で は 、 上 記 ［ １ ４ ］ の 発 明 と 同 様 に 、 被 験 者 の 生 体 情 報 を 遠 隔 地 で 計 測
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す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ［ ２ ０ ］ の 発 明 で は 、 上 記 ［ １ ５ ］ の 発 明 と 同 様 に 、 被 験 者 の 状 態 が 想 定 し て い る 範 囲
外 と な っ た 場 合 に 看 護 師 、 介 護 者 、 監 視 者 等 に 警 報 で 知 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ［ ２ １ ］ の 発 明 で は 、 上 記 ［ １ ６ ］ の 発 明 と 同 様 に 、 被 験 者 が 横 臥 姿 勢 に な っ た 状 態 に
お い て 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 上 面 と マ ッ ト の 上 面 と の 間 の 段 差 に よ り 生 じ る こ と の あ
る 違 和 感 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ［ ２ ２ ］ の 発 明 で は 、 生 体 活 動 監 視 シ ス テ ム は 、 所 定 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 、 演 算 手
段 、 通 信 手 段 、 表 示 手 段 及 び 警 報 手 段 を 備 え て い る の で 、 被 験 者 の 様 々 な 生 体 活 動 の う ち
特 に 呼 吸 や 心 拍 の 状 況 に つ い て よ り 確 実 に 監 視 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 は 次 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ［ １ ］ の 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル で は 、 被 験 者 の 様 々 な 生 体 活 動 の う ち 特 に 呼
吸 や 脈 拍 （ 心 拍 ） に 起 因 す る 振 動 を 確 実 に 検 出 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 被 験 者 の
呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 （ 心 拍 情 報 ） を 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 パ ネ ル の 設
置 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る し 、 市 販 さ れ て い る 殆 ど の ベ ッ ド （ 診 察 台 、 検 査 台 、 ス
ト レ ッ チ ャ ー 等 を 含 む 。 ） に 対 し て パ ネ ル を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ［ ２ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 の 呼 吸 や 脈 拍 に 起 因 す る 振 動 を 更 に 確 実 に 検 出 す る こ と が で
き る 。 し た が っ て 、 被 験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 を 更 に 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ［ ３ ］ の 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 中 央 部 が 確 実 に 振 動 さ れ う る も の と な る 。
し た が っ て 、 被 験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 を 更 に 一 層 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ［ ４ ］ の 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 の 少 な く と も 受 け 板 部 を 能 率 的 に 且 つ コ ス ト 的 に 有 利 に
製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ［ ５ ］ の 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き 、 そ の た め 、 パ ネ ル の 設 置 作
業 を 更 に 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 さ ら に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 受 け 板 部 は 、 被 験 者 の 様 々 な 生 体 活 動
の う ち 特 に 呼 吸 や 脈 拍 （ 心 拍 ） に 対 し て 非 常 に 敏 感 に 振 動 し 得 る も の と な る 。 し た が っ て
、 被 験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 （ 心 拍 情 報 ） を 更 に 一 層 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 も と よ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 錆 に く い の で 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 受 け 板 部 は 、 耐 用 寿 命 が 長 く な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 さ ら に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は リ サ イ ク ル 性 に 優 れ て い る か ら 、 ア ル ミ
ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 受 け 板 部 を 廃 棄 す る 際 に 、 こ れ を リ サ イ ク ル に 供 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ［ ６ ］ の 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部 の 微 細 な 振 動 を 確 実 に 検 出 す る こ と が で き る
。 し た が っ て 、 被 験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 を 更 に 一 層 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ［ ７ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 を 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る こ と
は も と よ り 、 更 に 、 被 験 者 の 横 臥 位 置 に つ い て も 精 度 良 く 検 出 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ［ ８ ］ の 発 明 で は 、 受 け 板 部 が 被 験 者 の 所 定 部 位 を 受 け て 撓 曲 し た 場 合 に お い て 、 受 け
板 部 が 弾 性 変 形 の 限 度 （ 即 ち 降 伏 点 ） を 超 え て 塑 性 変 形 し て し ま う 不 具 合 を 防 止 す る こ と
が で き る 。 さ ら に 、 受 け 板 部 の 中 央 部 を そ の 振 動 が 阻 害 さ れ る こ と な く 支 持 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ［ ９ ］ の 発 明 で は 、 歪 み ゲ ー ジ の マ ッ ト と の 接 触 に 伴 う 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
よ っ て 、 パ ネ ル の 耐 用 寿 命 を 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ［ １ ０ ］ の 発 明 で は 、 歪 み ゲ ー ジ の マ ッ ト と の 接 触 に 伴 う 損 傷 を 確 実 に 防 止 す る こ と が
で き る 。 よ っ て 、 パ ネ ル の 耐 用 寿 命 を 確 実 に 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ［ １ １ ］ の 発 明 で は 、 入 力 信 号 線 及 び 出 力 信 号 線 の マ ッ ト と の 接 触 に 伴 う 損 傷 や 断 線 を
防 止 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 パ ネ ル の 耐 用 寿 命 を 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ［ １ ２ ］ の 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 装 置 で は 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル に よ
る 効 果 を 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ［ １ ３ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 の 生 体 情 報 を 確 実 に 演 算 す る こ と が で き る し 、 被 験 者 の 生
体 情 報 を 確 実 に 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ［ １ ４ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 の 生 体 情 報 を 遠 隔 地 で 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ［ １ ５ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 の 状 態 が 想 定 し て い る 範 囲 外 と な っ た 場 合 に 看 護 師 、 介 護
者 、 監 視 者 等 に 警 報 で 知 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ［ １ ６ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 が 横 臥 姿 勢 に な っ た 状 態 に お い て 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部
の 上 面 と マ ッ ト の 上 面 と の 間 の 段 差 に よ り 生 じ る こ と の あ る 違 和 感 を 解 消 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ［ １ ７ ］ の 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 方 法 で は 、 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル に よ
る 効 果 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ［ １ ８ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 の 生 体 情 報 を 確 実 に 演 算 す る こ と が で き る し 、 被 験 者 の 生
体 情 報 を 確 実 に 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ［ １ ９ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 の 生 体 情 報 を 遠 隔 地 で 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ［ ２ ０ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 の 状 態 が 想 定 し て い る 範 囲 外 と な っ た 場 合 に 看 護 師 、 介 護
者 、 監 視 者 等 に 警 報 で 知 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ［ ２ １ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 が 横 臥 姿 勢 に な っ た 状 態 に お い て 、 パ ネ ル 本 体 の 受 け 板 部
の 上 面 と マ ッ ト の 上 面 と の 間 の 段 差 に よ り 生 じ る こ と の あ る 違 和 感 を 解 消 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ［ ２ ２ ］ の 発 明 で は 、 被 験 者 の 様 々 な 生 体 活 動 の う ち 特 に 呼 吸 や 心 拍 の 状 況 に つ い て よ
り 確 実 に 監 視 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 幾 つ か の 好 ま し い 実 施 形 態 を 以 下 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 １ ～ 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P1） 及 び 生 体 情
報 計 測 装 置 （ M1） を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 本 第 １ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 主 に
就 寝 中 の 生 体 情 報 （ 呼 吸 情 報 、 脈 拍 情 報 、 体 動 情 報 等 ） を 計 測 す る た め の も の で 、 医 療 施
設 、 介 護 施 設 、 一 般 家 庭 等 で 用 い ら れ る も の で あ る 。 被 験 者 （ Ｓ ） と し て 、 健 康 人 、 病 人
、 乳 幼 児 、 高 齢 者 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 こ の 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P1） と 演
算 手 段 （ 30） と 表 示 手 段 （ 35） と 通 信 手 段 （ 36） と 警 報 手 段 （ 37） と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま た 、 （ 40） は 、 被 験 者 （ Ｓ ） が 就 寝 （ 即 ち 横 臥 ） す る た め の ベ ッ ド で あ る 。 被 験 者 （
Ｓ ） は 、 こ の ベ ッ ド （ 40） の 床 板 面 （ 41） 上 に 敷 か れ た マ ッ ト （ 図 示 せ ず ） の 上 で 就 寝 姿
勢 （ 即 ち 横 臥 姿 勢 ） に な る 。 本 第 １ 実 施 形 態 で は 、 こ の ベ ッ ド （ 40） の 床 板 面 （ 41） が 寝
床 面 （ 42） に 対 応 し て い る 。 以 下 、 ベ ッ ド （ 40） の 床 板 面 （ 41） を 寝 床 面 （ 42） と い う 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 な お 、 こ の ベ ッ ド （ 40） は ギ ャ ッ チ ベ ッ ド で あ り 、 し た が っ て 寝 床 面 （ 42） の う ち 被 験
者 （ Ｓ ） の 上 半 身 を 受 け る 部 位 は 水 平 面 に 対 し て 所 定 の 角 度 に 起 こ す こ と が で き る よ う に
な っ て い る 。 な お 、 生 体 情 報 の 計 測 時 に は 、 寝 床 面 （ 42） 全 体 は 通 常 、 水 平 に 配 置 さ れ る
。
【 ０ １ ０ １ 】
　 パ ネ ル （ P1） は 、 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） と 、 複 数 個 の 歪 み ゲ ー ジ
（ 20a） （ 20b） と を 備 え る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 パ ネ ル 本 体 （ １ ） は 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 一 部 を 受 け る 受 け 板 部 （ ２ ） と 、 底 板 部 （ ６ ） と
を 有 し て い る 。 底 板 部 （ ６ ） は 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 側 に お い て 該 受 け 板 部 （ ２ ） に 対 し
て 離 間 し 且 つ 該 受 け 板 部 （ ２ ） と 略 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 本 第 １ 実 施 形 態 で は 、 受 け 板
部 （ ２ ） で 受 け ら れ る 被 験 者 （ Ｓ ） の 部 位 は 、 図 １ に 示 す よ う に 被 験 者 （ Ｓ ） の 胸 部 及 び
そ の 周 辺 部 で あ る 。 な お 、 本 明 細 書 で は 、 説 明 の 便 宜 上 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 胸 部 及 び そ の 周
辺 部 を 「 被 験 者 （ Ｓ ） の 胸 部 を 含 む 胸 周 辺 部 」 と い う 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 受 け 板 部 （ ２ ） は 平 面 視 略 長 方 形 の 帯 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 同 じ く 、 底 板 部 （ ６
） は 平 面 視 略 長 方 形 の 帯 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 パ ネ ル 本 体 （ １ ） は 、 ベ ッ ド （ 40） の 寝 床 面 （ 42） 上 に 、 該 寝 床 面 （ 42） に 対 し て 受 け
板 部 （ ２ ） が 離 間 す る 状 態 に 且 つ 受 け 板 部 （ ２ ） が 寝 床 面 （ 42） の 左 右 方 向 に 延 在 す る 態
様 に 載 置 さ れ る も の で あ る 。 本 第 １ 実 施 形 態 で は 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） は 、 寝 床 面 （ 42） の
う ち 被 験 者 （ Ｓ ） の 胸 部 を 含 む 胸 周 辺 部 に 対 応 す る 部 位 の 上 に 載 置 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 受 け 板 部 （ ２ ） の 外 周 縁 部 の う ち 左 縁 部 及 び 右 縁 部 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 該 受 け 板
部 （ ２ ） を 寝 床 面 （ 42） に 対 し て 離 間 状 態 に 支 持 す る 支 持 脚 部 （ ３ ） が 、 そ れ ぞ れ 下 方 突
出 状 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 支 持 脚 部 （ ３ ） は 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 左 縁 部 及 び 右 縁 部 か ら
そ れ ぞ れ 連 続 し て 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 前 縁 部 及 び 後 縁 部 に は そ れ ぞ
れ こ の よ う な 支 持 脚 部 は 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 底 板 部 （ ６ ） の 左 縁 部 及 び 右 縁 部 に は 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 左 縁 部 及 び 右 縁 部 に
当 接 し て 該 受 け 板 部 （ ２ ） を 寝 床 面 （ 42） に 対 し て 離 間 状 態 に 支 持 す る 支 持 片 部 （ ７ ） が
、 そ れ ぞ れ 上 方 突 出 状 に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 底 板 部 （ ６ ） の 前 縁 部 及 び 後 縁 部 に は 、
そ れ ぞ れ こ の よ う な 支 持 片 部 は 設 け ら れ て い な い 。
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【 ０ １ ０ ７ 】
　 そ し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 支 持 脚 部 （ ３ ） と 底 板 部 （ ６ ） の 支 持 片
部 （ ７ ） と が 、 両 者 の 間 に ス ペ ー サ （ 13） を 介 在 さ せ て 、 ボ ル ト － ナ ッ ト や リ ベ ッ ト 等 の
連 結 部 材 （ 12） に よ っ て 互 い に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 受 け 板 部 （ ２ ） は 、 弾 性 的 に 撓 曲 可 能 な 材 料 か ら な り 、 具 体 的 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 （ 例 ： Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ６ ３ － Ｔ ５ ） 製 の 押 出 材 か ら 形 成 さ れ て い る 。 ま
た 同 じ く 、 底 板 部 （ ６ ） は ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 押 出 材 か ら 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ の 受 け 板 部 （ ２ ） は 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 胸 部 を 含 む 胸 周 辺 部 を 受 け る こ と に よ っ て 、 弾
性 的 に 僅 か に 断 面 円 弧 状 に 撓 曲 さ れ る 。 そ し て 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 活 動 に 伴 い 、 受 け 板
部 （ ２ ） の 少 な く と も 中 央 部 が 上 下 に 微 細 に 振 動 さ れ 得 る も の と な る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 側 に は 、 ゴ ム 弾 性 を 有 す る 弾 性 部 材 （ 11） が 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 面
全 面 に 接 触 し た 状 態 に 設 け ら れ て お り 、 本 実 施 形 態 で は 、 弾 性 部 材 （ 11） は 底 板 部 （ ６ ）
上 に 配 置 さ れ て い る 。 パ ネ ル 本 体 （ １ ） が 寝 床 面 （ 42） 上 に 載 置 さ れ 且 つ 被 験 者 （ Ｓ ） の
胸 部 を 含 む 胸 周 辺 部 が 受 け 板 部 （ ２ ） で 受 け ら れ た 状 態 に お い て 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 中 央
部 及 び そ の 周 辺 部 は 、 こ の 弾 性 部 材 （ 11） に よ っ て 弾 性 的 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 弾 性 部 材 （ 11） は 、 本 第 １ 実 施 形 態 で は 、 受 け 板 部 （ ２ ） と 底 板 部 （ ６ ） と の 間 に 充 填
さ れ て 配 置 さ れ て い る 。 詳 述 す る と 、 こ の 弾 性 部 材 （ 11） は 、 受 け 板 部 （ ２ ） と 底 板 部 （
６ ） と の 間 に 充 填 し た 発 泡 性 樹 脂 を 発 泡 さ せ る こ と に よ り 形 成 さ れ た 弾 性 発 泡 体 （ 例 ： 発
泡 ウ レ タ ン 、 発 泡 ス チ レ ン 及 び 発 泡 ゴ ム ） か ら な る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 幅 Ｗ （ 即 ち 、 寝 床 面 （ 42） の 左 右 方 向 に 沿 う 受 け
板 部 （ ２ ） の 長 さ ） は 、 ベ ッ ド （ 40） の 寝 床 面 （ 42） の 幅 や 蒲 団 （ 図 示 せ ず ） の 幅 と 略 同
寸 で あ る こ と が 望 ま し く 、 具 体 的 に は 、 ８ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る こ
と が 望 ま し い 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 受 け 板 部 （ ２ ） の 長 さ Ｌ （ 即 ち 、 寝 床 面 （ 42） の 前 後 方 向 に 沿 う 受 け 板 部 （ ２ ） の 長 さ
） は 、 １ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 長 さ Ｌ を こ の 範 囲
に 設 定 す る こ と に よ り 、 背 の 低 い 被 験 者 か ら 背 の 高 い 被 験 者 ま で 確 実 に 対 応 す る こ と が で
き る 。 特 に 望 ま し い 長 さ Ｌ は 、 ２ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 厚 さ Ｈ （ 即 ち 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 面 の 高 さ ） は 、 １ ５ ｍ ｍ 以 下 で
あ る こ と が 望 ま し い 。 厚 さ Ｈ を １ ５ ｍ ｍ 以 下 に 設 定 す る こ と に よ り 、 被 験 者 （ Ｓ ） が 就 寝
姿 勢 に な っ た 状 態 に お い て 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 面 と 寝 床 面 （ 42） の
上 面 と の 間 の 段 差 に よ り 生 じ る こ と の あ る 違 和 感 を 解 消 す る こ と が で き る 。 特 に 望 ま し い
厚 さ Ｈ は 、 １ ０ ｍ ｍ 以 下 （ 更 に 望 ま し く は ６ ｍ ｍ 以 下 ） で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 肉 厚 ｔ は 、 ０ ． ５ ～ ３ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る こ
と が 望 ま し い 。 肉 厚 ｔ を こ の 範 囲 に 設 定 す る こ と に よ り 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 様 々 な 生 体 活 動
の う ち 特 に 呼 吸 や 脈 拍 （ 心 拍 ） に 対 し て 受 け 板 部 （ ２ ） が 敏 感 に 振 動 し 得 る も の と な る 。
こ の 望 ま し い 範 囲 は 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 材 質 と は 無 関 係 に 適 用 可 能 で あ る が 、 特 に 、 受 け
板 部 （ ２ ） が ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 で あ る 場 合 に 最 適 で あ る 。 特 に 望 ま し
い 肉 厚 ｔ は 、 １ ～ ２ ｍ ｍ （ 更 に 望 ま し く は １ ． ２ ～ １ ． ７ ｍ ｍ ） の 範 囲 で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 こ の パ ネ ル 本 体 （ １ ） に お い て 、 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 下 両 面
の 中 央 部 の 互 い に 対 向 す る 位 置 に は 、 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） が 二 対 、
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接 着 剤 に よ っ て 直 接 貼 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 二 対 （ 即 ち 四 個 ） の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 2
0a） （ 20b） （ 20b） を 、 説 明 の 便 宜 上 、 「 中 央 歪 み ゲ ー ジ 群 （ 20C） 」 と い う 。 こ の 二 対
の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） は 、 図 ７ に 示 す よ う に 電 気 的 に 接 続 さ れ て お
り 、 こ れ に よ り ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21C） （ ホ イ ー ト ス ト ン ブ リ ッ ジ 回 路 ） が 形 成 さ れ て い る
。 こ の ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21C） を 、 説 明 の 便 宜 上 、 「 中 央 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21C） 」 と い う 。 ま
た 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 面 の 中 央 部 に は 、 平 面 視 略 円 形 状 の 凹 部 （ ４ ） が 設 け ら れ て い る
。 そ し て 、 こ の 凹 部 （ ４ ） の 底 面 に 、 二 対 （ 即 ち 四 個 ） の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20
b） （ 20b） の う ち 二 個 の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） が 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 下 両 面 の 左 側 部 の 互 い に 対 向 す る 位 置 に は 、 歪 み ゲ ー ジ （ 20
a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） が 二 対 、 直 接 貼 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 二 対 （ 即 ち 四 個 ） の 歪
み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） を 、 説 明 の 便 宜 上 、 「 左 側 歪 み ゲ ー ジ 群 （ 20L）
」 と い う 。 こ の 二 対 の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） は 、 図 ７ に 示 す よ う に 電
気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 こ れ に よ り ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ブ リ ッ
ジ 回 路 （ 21L） を 、 説 明 の 便 宜 上 、 「 左 側 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） 」 と い う 。 ま た 、 受 け 板 部
（ ２ ） の 上 面 の 左 側 部 に は 、 平 面 視 略 円 形 状 の 凹 部 （ ４ ） が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ
の 凹 部 （ ４ ） の 底 面 に 、 二 対 （ 即 ち 四 個 ） の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） の
う ち 二 個 の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） が 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ま た 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 下 両 面 の 右 側 部 の 互 い に 対 向 す る 位 置 に は 、 歪 み ゲ ー ジ （ 20
a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） が 二 対 、 直 接 貼 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 二 対 （ 即 ち 四 個 ） の 歪
み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） を 、 説 明 の 便 宜 上 、 「 右 側 歪 み ゲ ー ジ 群 （ 20R）
」 と い う 。 こ の 二 対 の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） は 、 図 ７ に 示 す よ う に 電
気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 こ れ に よ り ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21R） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ブ リ ッ
ジ 回 路 （ 21R） を 、 説 明 の 便 宜 上 、 「 右 側 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21R） 」 と い う 。 ま た 、 受 け 板 部
（ ２ ） の 上 面 の 右 側 部 に は 、 平 面 視 略 円 形 状 の 凹 部 （ ４ ） が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ
の 凹 部 （ ４ ） の 底 面 に 、 二 対 （ 即 ち 四 個 ） の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） の
う ち 二 個 の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） が 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 な お 、 各 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20b） は 例 え ば 接 着 剤 に よ っ て 所 定 の 部 位 に 貼 り 付 け ら れ
て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20b） は 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 呼 吸 、 脈 拍 （ 心 拍 ） 、 体 動 （ 例 ： 寝 返 り
） 等 の 生 体 活 動 に 伴 い 発 生 す る 受 け 板 部 （ ２ ） の 中 央 部 の 振 動 を 検 出 す る た め の も の で あ
る 。 一 方 、 受 け 板 部 （ ２ ） は 起 歪 体 と し て 機 能 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20b） か ら の 出 力 信 号 と し て の 出 力 電 圧 は 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情
報 の 計 測 に 用 い ら れ る 。 本 第 １ 実 施 形 態 で は 、 二 対 の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b）
（ 20b） が 電 気 的 に 接 続 さ れ て ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） が 形 成 さ れ て い る こ と
か ら 、 各 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） か ら の 出 力 信 号 と し て の 出 力 電 圧 が 被 験 者
（ Ｓ ） の 生 体 情 報 の 計 測 に 用 い ら れ る こ と と な る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 な お 本 発 明 で は 、 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20b） の 種 類 は 限 定 さ れ る も の で は な く 、 歪 み ゲ
ー ジ （ 20a） （ 20b） と し て 、 例 え ば 、 抵 抗 線 歪 み ゲ ー ジ 、 箔 歪 み ゲ ー ジ 及 び 半 導 体 歪 み ゲ
ー ジ が 用 い ら れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お い て 、 （ 22） は 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20b） へ の 入 力 信 号 線 で あ り 、 （ 23
） は 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20b） か ら の 出 力 信 号 線 で あ る 。 な お 、 同 図 で は 、 入 力 信 号 線 （
22） と 出 力 信 号 線 （ 23） と は 、 互 い に 共 通 す る 一 本 の 線 で 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
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　 本 第 １ 実 施 形 態 で は 、 二 対 の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） が 電 気 的 に 接 続
さ れ て ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） が 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 歪 み ゲ ー ジ へ の
入 力 信 号 線 （ 22） は ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） へ の 入 力 信 号 線 と な り 、 歪 み ゲ
ー ジ か ら の 出 力 信 号 線 （ 23） は ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） か ら の 出 力 信 号 線 と
な る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） へ の 入 力 信 号 線 （ 22） は 、
外 部 か ら 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 支 持 脚 部 （ ３ ） に 設 け ら れ た 信 号 線 第 １ 挿 通 孔 （ ８ ） 及 び 底
板 部 （ ６ ） の 支 持 片 部 （ ７ ） に 設 け ら れ た 信 号 線 第 ２ 挿 通 孔 （ ９ ） を 順 次 通 っ て 受 け 板 部
（ ２ ） の 下 側 へ 導 入 さ れ る と と も に 、 更 に 該 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 側 を 通 っ て 対 応 す る ブ リ
ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） に 接 続 さ れ て い る 。 こ の と き 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 凹 部 （
４ ） の 底 面 に 貼 り 付 け ら れ た 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） へ の 入 力 信 号 線 （ 22） は 、 該 凹 部
（ ４ ） の 底 面 に 設 け ら れ た 信 号 線 第 ３ 挿 通 孔 （ 10） を 通 っ て 該 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a）
に 接 続 さ れ て い る （ 図 ５ 参 照 。 ） 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ま た 、 各 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） か ら の 出 力 信 号 線 （ 23） は 、 受 け 板 部 （
２ ） の 下 側 を 通 る と と も に 、 更 に 信 号 線 第 ２ 挿 通 孔 （ ９ ） 及 び 信 号 線 第 １ 挿 通 孔 （ ８ ） を
順 次 通 っ て 外 部 へ 導 出 さ れ て い る 。 こ の と き 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 凹 部 （ ４ ） の 底 面 に 貼 り
付 け ら れ た 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） か ら の 出 力 信 号 線 （ 23） は 、 信 号 線 第 ３ 挿 通 孔 （ 10
） を 通 っ て 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 側 へ 導 入 さ れ て い る （ 図 ５ 参 照 。 ） 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 演 算 手 段 （ 30） は 、 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20b） か ら の 出 力 信 号 （ 出 力 電 圧 ） に 基 づ い て
被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 を 演 算 す る た め の も の で あ る 。 本 第 １ 実 施 形 態 で は 、 二 対 の 歪 み
ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） が 電 気 的 に 接 続 さ れ て ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C）
（ 21R） が 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 演 算 手 段 （ 30） は 、 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 2
1R） か ら の 出 力 信 号 （ 出 力 電 圧 ） に 基 づ い て 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 を 演 算 す る こ と と な
る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 表 示 手 段 （ 35） は 、 演 算 手 段 （ 30） に よ り 演 算 さ れ た 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 等 を 表 示
す る た め の も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 通 信 手 段 （ 36） は 、 演 算 手 段 （ 30） に よ り 演 算 さ れ た 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 等 を 遠 隔
地 に 送 信 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 警 報 手 段 （ 37） は 、 演 算 手 段 （ 30） に よ り 演 算 さ れ た 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 等 に 基 づ
い て 警 報 を 発 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 而 し て 、 演 算 手 段 （ 30） で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 各 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21
R） か ら の 出 力 信 号 （ 出 力 電 圧 ） が 増 幅 部 （ 31） に お い て 増 幅 さ れ た の ち 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部
（ ア ナ ロ グ ／ デ ジ タ ル 変 換 部 ） （ 32） に お い て デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ る 。 そ し て 、 こ の
デ ジ タ ル 信 号 が コ ン ピ ュ ー タ 等 か ら な る 中 央 演 算 処 理 部 （ 33） に 送 信 さ れ る 。 中 央 演 算 処
理 部 （ 33） で は 、 こ の 送 信 さ れ た デ ジ タ ル 信 号 に 基 づ い て 所 定 の プ ラ グ ラ ム に 従 っ て 被 験
者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 （ 呼 吸 情 報 、 脈 拍 情 報 、 体 動 情 報 等 ） に つ い て の 演 算 が 行 わ れ る 。 こ
の 演 算 は 、 公 知 の 方 法 、 例 え ば Ｆ Ｆ Ｔ 法 に よ る 周 波 数 解 析 に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 こ の 中 央 演 算 処 理 部 （ 33） で は 、 寝 床 面 （ 42） 上 に お け る 被 験 者 （ Ｓ ） の 就 寝
位 置 （ 横 臥 位 置 ） に つ い て の 演 算 が 行 わ れ る 。 こ の 演 算 方 法 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る と 次
の と お り で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 中 央 演 算 処 理 部 （ 33） で は 、 左 側 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L）
か ら の 出 力 信 号 と 右 側 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21R） か ら の 出 力 信 号 と を 所 定 の 計 算 式 を 用 い て 比
較 し 、 そ の 比 較 結 果 に 基 づ い て 寝 床 面 （ 42） 上 に お け る 被 験 者 （ Ｓ ） の 就 寝 位 置 に つ い て

10

20

30

40

50

(15) JP 2005-253957 A 2005.9.22



の 演 算 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 こ の 中 央 演 算 処 理 部 （ 33） で は 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 着 床 ・ 離 床 情 報 に つ い て の 演
算 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 表 示 手 段 （ 35） で は 、 演 算 手 段 （ 30） に よ り 演 算 さ れ た 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 （ 呼 吸
情 報 、 脈 拍 情 報 、 体 動 情 報 等 ） 、 就 寝 位 置 情 報 、 着 床 ・ 離 床 情 報 等 が 、 所 定 の モ ニ タ テ レ
ビ 等 の デ ィ ス プ レ イ 上 に リ ア ル タ イ ム で 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 通 信 手 段 （ 36） で は 、 演 算 手 段 （ 30） に よ り 演 算 さ れ た 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 、 就 寝
位 置 情 報 、 着 床 ・ 離 床 情 報 等 が 、 電 話 回 線 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 回 線 等 の 所 定 の 通 信 線 を 介 し
て あ る い は 無 線 で 看 護 セ ン タ ー 等 の 監 視 室 や 携 帯 電 話 へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 警 報 手 段 （ 37） で は 、 演 算 手 段 （ 30） に よ り 演 算 さ れ た 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 、 就 寝
位 置 情 報 、 着 床 ・ 離 床 情 報 等 が 所 定 の 範 囲 か ら 外 れ た 場 合 に 、 警 報 が 看 護 師 、 被 験 者 、 監
視 者 等 に 対 し て 発 せ ら れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 次 に 、 本 第 １ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P1） 及 び 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） を 用
い て 遂 行 さ れ る 生 体 情 報 計 測 方 法 に つ い て 、 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P1） の パ ネ ル 本 体 （ １ ） を 、 ベ ッ ド （ 40）
の 寝 床 面 （ 42） に お け る 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 胸 部 を 含 む 胸 周 辺 部 に 対 応 す る 部 位 の 上 に 、 受
け 板 部 （ ２ ） が 寝 床 面 （ 42） の 左 右 方 向 に 延 在 す る 態 様 に 載 置 す る 。 こ の 載 置 状 態 に お い
て 、 受 け 板 部 （ ２ ） は 、 支 持 脚 部 （ ３ ） 及 び 支 持 片 部 （ ７ ） で 支 持 さ れ て 寝 床 面 （ 42） に
対 し て 上 側 に 離 間 し て い る 。 さ ら に 、 必 要 に 応 じ て 、 こ の パ ネ ル 本 体 （ １ ） を 寝 床 面 （ 42
） に 対 し て 固 定 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 次 い で 、 寝 床 面 （ 42） 及 び パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 上 に 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 全 体 を 受 け る マ ッ
ト （ マ ッ ト レ ス ） （ 図 示 せ ず ） を 、 寝 床 面 （ 42） 全 体 を 覆 う よ う に 敷 設 す る 。 そ し て 、 こ
の マ ッ ト の 上 に 被 験 者 （ Ｓ ） が 就 寝 姿 勢 に な る 。 こ れ に よ り 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 胸 部 を 含 む
胸 周 辺 部 が こ の マ ッ ト を 介 し て パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） で 受 け ら れ 、 該 受 け 板
部 （ ２ ） が 被 験 者 （ Ｓ ） の 胸 部 を 含 む 胸 周 辺 部 か ら の 荷 重 に よ っ て 弾 性 的 に 僅 か に 撓 曲 す
る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 被 験 者 （ Ｓ ） が 就 寝 す る と 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 中 央 部 は 、 被 験 者 （
Ｓ ） の 就 寝 中 の 生 体 活 動 に 伴 い 、 上 下 に 微 細 に 振 動 す る 。 こ の 振 動 が 歪 み ゲ ー ジ （ 20a）
（ 20b） に よ り 検 出 さ れ る 。 そ し て 、 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20b） か ら の 出 力 信 号 、 即 ち ブ
リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） か ら の 出 力 信 号 が 出 力 信 号 線 （ 23） を 介 し て 演 算 手 段
（ 30） に 送 信 さ れ る 。 こ の 送 信 さ れ た 出 力 信 号 に 基 づ い て 演 算 手 段 （ 30） に よ り 被 験 者 （
Ｓ ） の 生 体 情 報 、 就 寝 位 置 情 報 等 が 演 算 さ れ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 演 算 手 段 （ 30） に 演 算 さ れ た 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 、 就 寝 位 置 情 報 等 は 、 表 示 手 段 （
35） に よ り 表 示 さ れ る と と も に 、 通 信 手 段 （ 36） に よ り 送 信 さ れ る 。 ま た 、 被 験 者 （ Ｓ ）
の 生 体 情 報 、 就 寝 位 置 情 報 等 が 所 定 の 範 囲 か ら 外 れ た 場 合 に は 、 警 報 手 段 （ 37） に よ り 警
報 が 発 せ ら れ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 次 に 、 演 算 手 段 （ 30） の 中 央 演 算 処 理 部 （ 33） で 実 行 さ れ る 処 理 に つ い て 、 図 ８ 及 び 図
９ を 参 照 し て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 な お 、 演 算 手 段 （ 30） に は 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 呼 吸 数 、 脈 拍 数 （ 心 拍 数 ） 及 び 体 動 数 に つ
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い て の 好 適 な 範 囲 が 予 め 設 定 さ れ て お り 、 更 に 、 寝 床 面 （ 42） 上 に お け る 被 験 者 （ Ｓ ） の
好 適 な 就 寝 位 置 が 予 め 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 三 個 の ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） か ら の 出 力 信 号 は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 そ
れ ぞ れ 上 述 し た よ う に 増 幅 部 （ 31） に お い て 増 幅 さ れ た の ち 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 に お い て デ ジ
タ ル 信 号 に 変 換 さ れ る 。 そ し て 、 こ の デ ジ タ ル 信 号 が 中 央 演 算 処 理 部 （ 33） に 送 信 さ れ る
。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 中 央 演 算 処 理 部 （ 33） に お い て 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ （ Ｓ １ ） で は 、 送 信 さ れ
た 三 つ の 信 号 を 読 み 取 る 。 次 い で 、 ス テ ッ プ （ Ｓ ２ ） 、 （ Ｓ ９ ） 及 び （ Ｓ １ ２ ） に ぞ れ ぞ
れ 進 む 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 ス テ ッ プ （ Ｓ ２ ） で は 、 三 つ の 信 号 の う ち 、 中 央 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21C） か ら の 出 力 信 号
に 基 づ い て 、 Ｆ Ｆ Ｔ 法 等 の 公 知 の 方 法 に よ り 周 波 数 の 解 析 を 行 う 。 次 い で 、 ス テ ッ プ （ Ｓ
３ ） 及 び （ Ｓ ６ ） に そ れ ぞ れ 進 む 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ （ Ｓ ３ ） で は 、 解 析 さ れ た 周 波 数 か ら 呼 吸 数 の 検 出 を 行 う 。 次 い で 、 ス テ ッ プ
（ Ｓ ４ ） に 進 む 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ （ Ｓ ４ ） で は 、 呼 吸 数 が 所 定 範 囲 内 に あ る か 否 か に つ い て の 判 定 を 行 う 。 呼 吸
数 が 所 定 範 囲 か ら 外 れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 「 Ｎ ｏ 」 と し て 、 ス テ ッ プ （ Ｓ ５ ）
に 進 み 、 警 報 信 号 を 警 報 手 段 （ 37） に 発 信 す る 。 一 方 、 呼 吸 数 が 所 定 範 囲 内 に あ る と 判 定
さ れ た 場 合 に は 、 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と し て 、 ス テ ッ プ （ Ｓ １ ） に 戻 る 。 な お 、 本 ス テ ッ プ （ Ｓ ４
） で は 、 例 え ば 、 被 験 者 の 生 死 、 睡 眠 状 態 、 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 等 に 関 す る 情 報 を 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ （ Ｓ ６ ） で は 、 解 析 さ れ た 周 波 数 か ら 脈 拍 数 （ 心 拍 数 ） の 検 出 を 行 う 。 次 い で
、 ス テ ッ プ （ Ｓ ７ ） に 進 む 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ （ Ｓ ７ ） で は 、 脈 拍 数 が 所 定 範 囲 内 に あ る か 否 か に つ い て の 判 定 を 行 う 。 脈 拍
数 が 所 定 範 囲 か ら 外 れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 「 Ｎ ｏ 」 と し て 、 ス テ ッ プ （ Ｓ ８ ）
に 進 み 、 警 報 信 号 を 警 報 手 段 （ 37） に 発 信 す る 。 一 方 、 脈 拍 数 が 所 定 範 囲 内 に あ る と 判 定
さ れ た 場 合 に は 、 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と し て 、 ス テ ッ プ （ Ｓ １ ） に 戻 る 。 な お 、 本 ス テ ッ プ （ Ｓ ７
） で は 、 例 え ば 、 被 験 者 の 生 死 、 睡 眠 状 態 等 に 関 す る 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ （ Ｓ ９ ） で は 、 三 つ の 信 号 の う ち 、 左 側 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） か ら の 出 力 信 号
と 右 側 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21R） か ら の 出 力 信 号 と を 、 所 定 の 計 算 式 を 用 い て 比 較 し 、 そ の 比
較 結 果 に 基 づ い て 寝 床 面 （ 42） 上 に お け る 被 験 者 （ Ｓ ） の 就 寝 位 置 に つ い て の 解 析 を 行 う
。 次 い で 、 ス テ ッ プ （ Ｓ １ ０ ） に 進 む 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ （ Ｓ １ ０ ） で は 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 就 寝 位 置 が 寝 床 面 （ 42） 上 の 所 定 位 置 で あ る
か 否 か に つ い て の 判 定 を 行 う 。 就 寝 位 置 が 所 定 位 置 で は な い （ 例 え ば 、 就 寝 位 置 が 寝 床 面
（ 42） 上 の 端 部 で あ る 。 ） と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 「 Ｎ ｏ 」 と し て 、 ス テ ッ プ （ Ｓ １ １ ）
に 進 み 、 警 報 信 号 を 警 報 手 段 （ 37） に 発 信 す る 。 そ し て 、 警 報 手 段 （ 37） に よ り 発 せ ら れ
た 警 報 を も と に 被 験 者 （ Ｓ ） の 寝 床 面 （ 42） か ら の 落 下 防 止 の た め の 処 置 を 行 う こ と が で
き る 。 一 方 、 就 寝 位 置 が 所 定 位 置 で あ る （ 例 え ば 、 就 寝 位 置 が 寝 床 面 （ 42） 上 の 中 央 部 で
あ る 。 ） と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と し て 、 ス テ ッ プ （ Ｓ １ ） に 戻 る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ （ Ｓ １ ２ ） で は 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 寝 返 り 等 の 体 動 の 検 出 を 行 う 。 次 い で 、 ス テ
ッ プ （ Ｓ １ ３ ） に 進 む 。
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【 ０ １ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ （ Ｓ １ ３ ） で は 、 寝 返 り 数 等 の 体 動 数 が 所 定 範 囲 内 に あ る か 否 か に つ い て の 判
定 を 行 う 。 体 動 数 が 所 定 範 囲 か ら 外 れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 「 Ｎ ｏ 」 と し て 、 ス
テ ッ プ （ Ｓ １ ４ ） に 進 み 、 警 報 信 号 を 警 報 手 段 （ 37） に 送 信 す る 。 そ し て 、 警 報 手 段 （ 37
） に よ り 発 せ ら れ た 警 報 を も と に 褥 瘡 （ じ ょ く そ う ） の 発 生 防 止 の た め の 処 置 を 行 う こ と
が で き る 。 一 方 、 体 動 数 が 所 定 範 囲 内 に あ る （ 例 え ば 、 体 動 が 適 度 に あ る 。 ） と 判 定 さ れ
た 場 合 に は 、 「 Ｙ ｅ ｓ 」 と し て 、 ス テ ッ プ （ Ｓ １ ） に 戻 る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 図 １ ０ は 、 本 第 １ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） に よ り 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 を
実 際 に 計 測 し た 場 合 の 、 中 央 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21C） か ら の 出 力 信 号 （ 出 力 電 圧 ） の 一 実 測
例 を 示 す 図 （ グ ラ フ ） で あ る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 同 図 で は 、 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21C） か ら の 出 力 信 号 は 波 形 と し て 表 さ れ て い る 。 こ の 出 力
波 形 で は 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 呼 吸 に 起 因 す る 呼 吸 波 成 分 と 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 脈 拍 （ 心 拍 ） に
起 因 す る 脈 拍 波 成 分 （ 心 拍 波 成 分 ） と が 重 畳 さ れ て い る 。 こ の 出 力 波 形 に お い て 、 波 長 が
長 く て 連 続 す る う ね り 状 の 波 が 呼 吸 波 成 分 で あ り 、 パ ル ス 状 の 波 が 脈 拍 波 成 分 で あ る 。 こ
の 出 力 波 形 で は 、 呼 吸 周 期 が 約 ３ ～ ４ 秒 で あ り 、 脈 拍 周 期 が 約 １ 秒 で あ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 本 第 １ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） に よ れ ば 、 呼 吸 波 成 分 と
脈 拍 波 成 分 と を そ れ ぞ れ 明 確 且 つ 確 実 に 検 出 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 従 来 の 生 体
情 報 計 測 装 置 で は 計 測 が 極 め て 困 難 で あ っ た 、 僅 か な 荷 重 変 化 し か 伴 わ な い 生 体 情 報 で あ
る 呼 吸 情 報 （ 呼 吸 数 等 ） と 脈 拍 情 報 （ 脈 拍 数 等 ） と に つ い て 、 特 に 精 度 良 く 計 測 す る こ と
が で き る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 さ ら に 、 本 第 １ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P1） 及 び 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） に
は 、 次 の 利 点 が あ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 本 第 １ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P1） に よ れ ば 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） を 寝 床 面 （
42） 上 に 載 置 す る だ け で 、 パ ネ ル （ P1） の 設 置 作 業 が 完 了 す る 。 そ の た め 、 パ ネ ル （ P1）
の 設 置 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る し 、 市 販 さ れ て い る 殆 ど の ベ ッ ド （ 40） に 対 し て 適
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 さ ら に 、 生 体 情 報 の 計 測 時 に は パ ネ ル 本 体 （ １ ） は ベ ッ ド （ 40） の 寝 床 面 （ 42） 上 に 載
置 さ れ て い る の で 、 も し ベ ッ ド （ 40） の 周 囲 を 人 が 歩 行 し た 場 合 で あ っ て も 、 ベ ッ ド （ 40
） を 設 置 し た 床 面 の 振 動 に よ る 検 出 精 度 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。 も と よ り 、 ベ ッ
ド （ 40） の 剛 性 を 高 め る 必 要 が な い の で 、 ベ ッ ド （ 40） の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 さ ら に 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） が 平 面 視 略 長 方 形 の 帯 板 状 に 形 成 さ れ て お
り 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） は 、 寝 床 面 （ 42） 上 に 、 該 寝 床 面 （ 42） の 左 右 方 向 に 受 け 板 部 （ ２
） が 延 在 す る 態 様 に 載 置 さ れ る も の で あ る か ら 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 呼 吸 や 脈 拍 に 起 因 す る 振
動 を 更 に 確 実 に 検 出 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報
を 更 に 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 さ ら に 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） 及 び 底 板 部 （ ６ ） が そ れ ぞ れ 押 出 材 に よ り
形 成 さ れ た も の な の で 、 受 け 板 部 （ ２ ） 及 び 底 板 部 （ ６ ） を そ れ ぞ れ 能 率 的 に 且 つ コ ス ト
的 に 有 利 に 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） 及 び 底 板 部 （ ６ ） が そ れ ぞ れ ア ル ミ ニ ウ ム
又 は ア ル ミ ニ ウ ム 製 で あ る か ら 、 次 の 利 点 が あ る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
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　 す な わ ち 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き 、 そ の た め 、 パ ネ ル （ P1） の 設
置 作 業 を 更 に 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 さ ら に 、 一 般 に ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 、 鉄 等 の 鋼 材 に 比 べ て ヤ ン グ 率 が
約 １ ／ ３ と 小 さ い 。 そ の た め 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 受 け 板 部 （ ２ ） は
、 被 験 者 （ Ｓ ） の 様 々 な 生 体 活 動 の う ち 特 に 呼 吸 や 脈 拍 （ 心 拍 ） に 対 し て 非 常 に 敏 感 に 振
動 し 得 る も の と な る 。 し た が っ て 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 を 更 に 一 層 精 度 良
く 計 測 す る こ と が で き る 。 も と よ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 錆 に く い の で
、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 受 け 板 部 （ ２ ） は 、 耐 用 寿 命 が 長 く な る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 さ ら に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は リ サ イ ク ル 性 に 優 れ て い る か ら 、 ア ル ミ
ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 受 け 板 部 （ ２ ） 及 び 底 板 部 （ ６ ） を 廃 棄 す る 際 に 、 こ れ
ら を リ サ イ ク ル に 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 さ ら に 、 二 対 の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） が 電 気 的 に 接 続 さ れ て ブ リ ッ
ジ 回 路 （ 21L） （ 21C） （ 21R） が 形 成 さ れ る と と も に 、 こ の ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21L） （ 21C）
（ 21R） か ら の 出 力 信 号 が 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 の 計 測 に 用 い ら れ る も の で あ る か ら 、
パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 微 細 な 振 動 を 確 実 に 検 出 す る こ と が で き る 。 し た が
っ て 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 呼 吸 情 報 や 脈 拍 情 報 を 更 に 一 層 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 さ ら に 、 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20b） が 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 下 両 面
の 左 右 両 側 部 及 び 中 央 部 に そ れ ぞ れ 貼 り 付 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 生
体 活 動 の う ち 呼 吸 及 び 脈 拍 に 起 因 す る 振 動 は 、 中 央 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21C） に よ っ て 検 出 さ
れ る 。 ま た 、 寝 床 面 （ 42） 上 に お け る 被 験 者 （ Ｓ ） の 就 寝 位 置 は 、 左 側 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21
L） 及 び 右 側 ブ リ ッ ジ 回 路 （ 21R） に よ っ て 検 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 呼 吸
情 報 や 脈 拍 情 報 を 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る こ と は も と よ り 、 更 に 、 被 験 者 （ Ｓ ） の
就 寝 位 置 に つ い て も 精 度 良 く 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 さ ら に 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 側 に 弾 性 部 材 （ 11） が 配 置 さ れ て い る
の で 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） が 寝 床 面 （ 42） 上 に 載 置 さ れ 且 つ 被 験 者 （ Ｓ ） の 胸 部 を 含 む 胸 周
辺 部 が 受 け 板 部 （ ２ ） で 受 け ら れ た 状 態 に お い て 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 中 央 部 及 び そ の 周 辺
部 が こ の 弾 性 部 材 （ 11） に よ っ て 弾 性 的 に 支 持 さ れ る 。 そ の た め 、 受 け 板 部 （ ２ ） が 被 験
者 （ Ｓ ） の 所 定 部 位 を 受 け て 撓 曲 し た 場 合 に お い て 、 受 け 板 部 （ ２ ） が 弾 性 変 形 の 限 度 （
即 ち 降 伏 点 ） を 超 え て 塑 性 変 形 し て し ま う 不 具 合 を 防 止 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 受 け
板 部 （ ２ ） の 下 側 に 設 け ら れ る 部 材 が 弾 性 部 材 （ 11） で あ る か ら 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 中 央
部 の 振 動 が 阻 害 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 さ ら に 、 二 対 の 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） （ 20a） （ 20b） （ 20b） の う ち ２ 個 の 歪 み ゲ ー ジ （ 20
a） （ 20a） が パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 凹 部 （ ４ ） の 底 面 に 貼 り 付 け ら れ て い
る の で 、 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） の マ ッ ト と の 接 触 に 伴 う 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。 よ っ
て 、 パ ネ ル （ P1） の 耐 用 寿 命 を 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 さ ら に 、 歪 み ゲ ー ジ へ の 入 力 信 号 線 （ 22） と 歪 み ゲ ー ジ か ら の 出 力 信 号 線 （ 23） と が 、
と も に パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 側 を 通 っ て い る の で 、 入 力 信 号 線 （ 22） 及
び 出 力 信 号 線 （ 23） の マ ッ ト と の 接 触 に 伴 う 損 傷 や 断 線 を 防 止 す る こ と が で き る 。 よ っ て
、 パ ネ ル （ P1） の 耐 用 寿 命 を 更 に 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 本 第 １ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） は 、 演 算 手 段 （ 30） と 表 示 手 段 （ 35） を 具 備
し て い る の で 、 被 験 者 （ Ｓ ） の 生 体 情 報 を 確 実 に 演 算 す る こ と が で き る し 、 被 験 者 （ Ｓ ）
の 生 体 情 報 を 確 実 に 表 示 す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ７ ３ 】
　 さ ら に 、 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） は 、 通 信 手 段 （ 36） を 具 備 し て い る の で 、 被 験 者 （ Ｓ
） の 生 体 情 報 を 遠 隔 地 で 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 さ ら に 、 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） は 、 警 報 手 段 （ 37） を 具 備 し て い る の で 、 被 験 者 （ Ｓ
） の 状 態 が 想 定 し て い る 範 囲 外 と な っ た 場 合 に 、 看 護 師 、 介 護 者 、 監 視 者 等 に 警 報 で 知 ら
せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 な お 、 こ の 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） に よ れ ば 、 ベ ッ ド （ 40） 上 に 横 臥 し た 被 験 者 の 就 寝
中 の 生 体 情 報 を 計 測 で き る だ け で は な く 、 更 に 、 覚 醒 状 態 （ 即 ち 目 が 覚 め て い る 状 態 ） の
被 験 者 が ベ ッ ド （ 40） 上 に 横 臥 す る こ と に よ り 、 覚 醒 状 態 の 被 験 者 の 生 体 情 報 を 計 測 す る
こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 ま た 、 本 第 １ 実 施 形 態 の 生 体 活 動 監 視 シ ス テ ム は 、 上 記 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M1） に お け
る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P1） 、 演 算 手 段 （ 30） 、 表 示 手 段 （ 35） 、 通 信 手 段 （ 36） 及 び
警 報 手 段 （ 37） を 備 え て い る 。 し た が っ て 、 こ の 監 視 シ ス テ ム に よ れ ば 、 被 験 者 （ Ｓ ） の
体 動 、 呼 吸 及 び 心 拍 の 状 況 を よ り 確 実 に 監 視 す る こ と が で き る し 、 更 に 、 離 床 ・ 着 床 状 況
や 就 寝 位 置 状 況 に つ い て も よ り 確 実 に 監 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P2） を 説 明 す る た め の
図 で あ る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 本 第 ２ 実 施 形 態 の パ ネ ル （ P2） に お い て は 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 面
に 設 け ら れ た 各 凹 部 （ ４ ） 内 に は 、 保 護 材 （ 14） が 、 凹 部 （ ４ ） の 底 面 に 貼 り 付 け ら れ た
歪 み ゲ ー ジ （ 20a） の 表 面 を 被 覆 す る 状 態 に 充 填 さ れ て い る 。 こ の 保 護 材 （ 14） に よ っ て
歪 み ゲ ー ジ （ 20a） が 保 護 さ れ て い る 。 保 護 材 （ 14） の 表 面 と 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 面 と は
面 一 に 連 な っ て い る 。 本 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 保 護 材 （ 14） は 、 凹 部 （ ４ ） 内 に 充 填 さ れ た
樹 脂 層 か ら な る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 本 第 ２ 実 施 形 態 の パ ネ ル （ P2） 及 び 生 体 情 報 計 測 装 置 の 他 の 構 成 、 並 び に 生 体 情 報 計 測
方 法 は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 本 第 ２ 実 施 形 態 の パ ネ ル （ P2） で は 、 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） が 保 護 材 （ 14） に よ り 保 護 さ
れ て い る の で 、 歪 み ゲ ー ジ （ 20a） の マ ッ ト と の 接 触 に 伴 う 損 傷 を 確 実 に 防 止 す る こ と が
で き る 。 よ っ て 、 パ ネ ル （ P1） の 耐 用 寿 命 を 確 実 に 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P3） 及 び 生
体 情 報 計 測 装 置 （ M3） を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 本 第 ３ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P3） は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 本 第 ３ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M3） は 、 被 験 者 の 下 に 敷 か れ 、 被 験 者 の 全 体 を 受
け る マ ッ ト （ 17） を 具 備 し て い る 。 こ の マ ッ ト （ 17） は 弾 性 を 有 し て い る 。 図 １ ２ に 示 す
よ う に 、 こ の マ ッ ト （ 17） の 上 面 の 、 被 験 者 の 胸 部 を 含 む 胸 周 辺 部 に 対 応 す る 部 位 に は 、
嵌 合 凹 部 （ 18） が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 こ の 嵌 合 凹 部 （ 18） 内
に パ ネ ル （ P3） の パ ネ ル 本 体 （ １ ） が 嵌 合 さ れ て い る 。 こ の 嵌 合 状 態 に お い て 、 パ ネ ル 本
体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 面 と マ ッ ト （ 17） の 上 面 と は 面 一 に 連 な っ て い る 。 な お 本
発 明 で は 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 面 は マ ッ ト （ 17） の 上 面 よ り も 若 干 高 く 配 置 さ れ て い て も
良 い 。
【 ０ １ ８ ４ 】
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　 本 第 ３ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M3） で は 、 パ ネ ル （ P3） の パ ネ ル 本 体 （ １ ） を 、
マ ッ ト （ 17） の 嵌 合 凹 部 （ 18） に 嵌 合 し た 状 態 で 、 寝 床 面 上 に 載 置 す る 。 そ し て 、 こ の マ
ッ ト （ 17） の 上 で 被 験 者 が 就 寝 し 、 被 験 者 の 生 体 情 報 が 計 測 さ れ る 。 あ る い は 、 こ の マ ッ
ト （ 17） の 上 に 更 に 別 の マ ッ ト が 敷 か れ て 当 該 マ ッ ト の 上 で 被 験 者 が 就 寝 し 、 被 験 者 の 生
体 情 報 が 計 測 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 本 第 ３ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P3） 及 び 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M3） の 他 の 構 成
、 並 び に 生 体 情 報 計 測 方 法 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 本 第 ３ 実 施 形 態 の 生 体 情 報 計 測 装 置 （ M3） で は 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の
上 面 と マ ッ ト （ 17） の 上 面 と が 略 面 一 に 連 な っ て い る の で 、 被 験 者 が 就 寝 姿 勢 に な っ た 状
態 に お い て 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 面 と マ ッ ト （ 17） の 上 面 と の 間 の 段
差 に よ り 生 じ る こ と の あ る 違 和 感 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル （ P4） を 説 明 す る た め の
図 で あ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 本 第 ４ 実 施 形 態 の パ ネ ル （ P4） の パ ネ ル 本 体 （ １ ） は 、 受 け 板 部 （ ２ ） と 左 右 両 支 持 脚
部 （ ３ ） （ ３ ） と を 有 し て い る が 、 底 板 部 と 弾 性 部 材 と を 有 し て い な い 。 ま た 、 各 支 持 脚
部 （ ３ ） の 下 端 に は 接 床 片 部 （ 3a） が 側 方 突 出 状 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 本 第 ４ 実 施 形 態 の パ ネ ル （ P4） の 他 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 生 地 情 報 計 測 パ ネ ル （ P5） を 説 明 す る た め の 図
で あ る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 本 第 ５ 実 施 形 態 の パ ネ ル （ P5） で は 、 底 板 部 （ ６ ） は 箱 型 に 形 成 さ れ て お り 、 す な わ ち
底 板 部 （ ６ ） の 外 周 縁 部 の 全 部 に 側 壁 部 （ 6a） が 設 け ら れ て い る 、 ま た 、 受 け 板 部 （ ２ ）
の 左 縁 部 及 び 右 縁 部 に は ぞ れ ぞ れ 支 持 脚 部 （ ３ ） が 下 方 突 出 状 に 設 け ら れ て い る 。 そ し て
、 こ の パ ネ ル （ P5） で は 、 箱 型 の 底 板 部 （ ６ ） 内 に 受 け 板 部 （ ２ ） が 装 填 さ れ て い る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 本 ５ 実 施 形 態 の パ ネ ル （ P5） の 他 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 以 上 で 、 本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 示
し た も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 様 々 に 設 定 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 い ず れ も 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 下 両 面
に そ れ ぞ れ 歪 み ゲ ー ジ が 貼 り 付 け ら れ て い る が 、 本 発 明 で は 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 面 だ け
に 歪 み ゲ ー ジ が 貼 り 付 け ら れ て い て も 良 い し 、 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 面 だ け に 歪 み ゲ ー ジ が
貼 り 付 け ら れ て い て も 良 い 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 ま た 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 上 面 又 は 下 面 に 貼 り 付 け ら れ る 歪 み ゲ ー ジ
の 個 数 は 、 １ 個 で あ っ て も 良 い し 、 ２ 個 で あ っ て も 良 い し 、 ３ 個 で あ っ て も 良 い し 、 ４ 個
以 上 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 い ず れ も 、 各 ブ リ ッ ジ 回 路 に 用 い ら れ る 歪 み ゲ ー ジ の 対 数 は 二
対 で あ る が 、 本 発 明 で は 、 歪 み ゲ ー ジ の 対 数 は 二 対 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 三
対 で あ っ て も 良 い し 、 四 対 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 ま た 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） は 、 被 験 者 の 全 体 を 受 け る も の で あ っ て も 良
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い 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 ま た 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 外 周 縁 部 の 全 部 に 支 持 脚 部 （ ３ ） が 下 方 突
出 状 に 設 け ら れ て い て も 良 い 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 い ず れ も 、 歪 み ゲ ー ジ 群 の 組 数 は ３ 組 で あ る が 、 本 発 明 で は 、
歪 み ゲ ー ジ 群 の 組 数 は １ 組 で あ っ て も 良 い し 、 ２ 組 で あ っ て も 良 い し 、 ４ 組 以 上 で あ っ て
も 良 い 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 い ず れ も 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） は 、 ベ ッ ド （ 40） の 床 板 面 （ 41）
上 に 載 置 さ れ る も の で あ る が 、 本 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） は 、 畳 面 上 に 載 置 さ れ る も
の で あ っ て も 良 い し 、 床 面 上 に 載 置 さ れ る も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 弾 性 部 材 （ 11） は 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 側
に 該 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 面 全 面 に 亘 っ て 接 触 し た 状 態 に 設 け ら れ て い る が 、 本 発 明 で は 、
弾 性 部 材 （ 11） は 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 側 に 該 受 け 板 部 （ ２ ） の 下 面
の 中 央 部 を 除 く 周 辺 部 に 接 触 し た 状 態 に 設 け ら れ て い て も 良 い 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 い ず れ も 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） は 押 出 材 に よ り
形 成 さ れ て い る が 、 本 発 明 で は 、 パ ネ ル 本 体 （ １ ） の 受 け 板 部 （ ２ ） は 押 出 材 以 外 の 材 料
に よ り 形 成 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル や 生 体 情 報 計 測 装 置 に は 、 必 要 に 応 じ て 安 全
上 の 装 置 が 付 設 さ れ て い て も 良 い し 、 安 全 上 の 処 理 が 施 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 歪 み ゲ ー ジ は 、 接 着 剤 に よ る 貼 付 け 以 外 の 取 付 け 手 段 と し て 、 カ シ
メ 、 ネ ジ 止 め 、 リ ベ ッ ド 止 め 、 溶 接 （ 例 ： ス ポ ッ ト 溶 接 ） 等 の 機 械 的 接 合 手 段 に よ っ て 所
定 部 位 に 沿 接 状 態 に 取 り 付 け ら れ て い て も 良 い 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 ベ ッ ド （ 40） は 、 被 験 者 が 睡 眠 す る た め に 用 い ら れ る も の で あ っ て
も 良 い し 、 病 院 や 介 護 施 設 な ど で 用 い ら れ る 診 察 台 、 検 査 台 、 ス ト レ ッ チ ャ ー 等 で あ っ て
も 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 施 設 、 介 護 施 設 、 一 般 家 庭 等 に お い て 、 健 康 人 、 病 人 、 乳 幼 児 、 高 齢 者
等 の 被 験 者 の 例 え ば 就 寝 中 の 生 体 情 報 を 計 測 す る た め に 用 い ら れ る パ ネ ル 、 該 パ ネ ル を 具
備 し た 生 体 情 報 計 測 装 置 、 前 記 パ ネ ル を 用 い た 生 体 情 報 計 測 方 法 、 及 び 生 体 活 動 監 視 シ ス
テ ム に 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 及 び 生 体 情 報 計 測 装 置 を 示 す
概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 装 置 の パ ネ ル の 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ 中 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ 中 の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ 中 の Ｄ 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ 中 の Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 装 置 の ブ リ ッ ジ 回 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 装 置 の 生 体 情 報 計 測 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。
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【 図 １ ０ 】 同 装 置 の ブ リ ッ ジ 回 路 か ら の 出 力 信 号 の 一 実 測 例 を 示 す 図 （ グ ラ フ ） で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル に お け る 、 図 ６ に 対 応 す る
拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル 及 び 生 体 情 報 計 測 装 置 を 示
す 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 装 置 の パ ネ ル を マ ッ ト の 凹 部 に 嵌 合 し た 状 態 の 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル を 示 す 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル を 示 す 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ０ ８ 】
P1～ P5： 生 体 情 報 計 測 用 パ ネ ル
M1、 M3： 生 体 情 報 計 測 装 置
１ ： パ ネ ル 本 体
２ ： 受 け 板 部
３ ： 支 持 脚 部
４ ： 凹 部
11： 弾 性 部 材
14： 保 護 材
17： マ ッ ト
18： 嵌 合 凹 部
20a、 20b： 歪 み ゲ ー ジ
20L： 左 側 歪 み ゲ ー ジ 群
20C： 中 央 歪 み ゲ ー ジ 群
20R： 右 側 歪 み ゲ ー ジ 群
21L： 左 側 ブ リ ッ ジ 回 路
21C： 中 央 ブ リ ッ ジ 回 路
21R： 右 側 ブ リ ッ ジ 回 路
22： 入 力 信 号 線
23： 出 力 信 号 線
30： 演 算 手 段
35： 表 示 手 段
36： 通 信 手 段
37： 警 報 手 段
40： ベ ッ ド
41： ベ ッ ド 床 板 面
42： 寝 床 面
Ｓ ： 被 験 者
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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